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文書様式２ 義歯・ブリッジ・冠の管理 

本様式は義管あるいは補管算定時に提供する文書を例示したもの 

 

文書様式３ 口腔衛生管理 

本様式は歯科衛生実地指導 1、訪問歯科衛生指導算定時(初回)に提供する文書を
例示したもの 

 

○ブリッジ・冠の管理 

クラウン・ブリッジ維持管理料を算定している場

合、その旨院内掲示をした上でブリッジや冠を装着

時に☑を記入し、歯式図にその部位を明記した上で

文書提供する。 

○新製有床義歯管理料 

「義歯使用上の注意について」に☑をして、新製有

床義歯装着の場合に提供する文書様式とする 

歯式図に装着した義歯を描いて、(記入例参照)着脱

方法については 

 ＿ 奥＿＿＿ より装着 

 ＿手前＿＿＿より外す 

などと記入する。 

○歯と歯肉の状態 

歯科衛生実地指導では 

・歯及び歯肉等口腔状況の説明 

・う蝕、歯周病に罹患している患者には、プラーク

チャ－ト等を用いたプラークの付着状況の指摘及

び患者自身によるブラッシングを観察した上での

プラーク除去方法の指導 

・患者の状態に応じて必要な事項 

・歯式にはプラークの付着状況を記入する。

○指導内容 

指導した該当項目に☑または具体的な内容と指導時

間(開始・終了)を記載する。 

・歯みがきの時、舌の表面もきれいにしましょう 

・歯ブラシは握らずペングリップで 

・強い横みがきは、くさび状欠損の原因となること

があります。 
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